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抗ＮＭＤＡ受容体脳炎の患者会発足を決め
た交流会＝東京都渋谷区で２５日午後、照
山哲史撮影

全国から患者や家族ら１１０人が参加
　悪魔払いされてきた病「抗ＮＭＤＡ受容体脳
炎」の患者会が２５日、東京都内で発足した。
この日、北海道から沖縄県まで全国から患者や
家族約１１０人が参加して行われた初の交流会
で結成。患者とその家族が情報を交換し合い、
病気への理解を進めるとともに、より良い治療
を受けるための環境づくりや病気への公的支援
を拡大することなどを目的に活動する。

　会長には、交流会の準備に奔走してきた片岡美佐江さん（６１）が就任した。片岡さんの
長女（３８）は子どもの時に血液の難病「再生不良性貧血」を患い骨髄移植で克服したもの
の、４年前に抗ＮＭＤＡ受容体脳炎を発症し入院中だ。また、抗ＮＭＤＡ受容体脳炎の実態
を知ってもらおうと闘病時の動画を毎日新聞に昨年末提供した柳恵子さん（２７）の母公子
さん（５４）が副会長になった。

　この病気は、幻覚などの精神症状や意識障害、手足や顔面などが無意識のうちに動く不随
意運動などが特徴。２００７年に卵巣の腫瘍に対して免疫反応でできる抗体が脳の神経細胞
を攻撃して起きると解明されるまで、奇妙な症状から看病する家族らが祈とう師に悪魔払い
を頼むことも珍しくなかった。年間で１００万人当たり０・３３人が発症するとされる希少
難病だ。

　この日は、交流会に先立ち、大阪医科大学の中嶋秀人医師（５４）が、病気の仕組みや治
療の現状や課題などについて講演。その後、８割を占めるとされる女性患者のグループと、
男性患者のグループなどに分かれて、それぞれの患者や家族から体験に基づく報告があっ
た。医師でも病気への理解がないために治療が遅れて回復まで長期に及んだケースや、社会
復帰して周囲から普通に見られていても以前と違う自分に悩んでいる現状など切実な訴えが
相次いだ。【照山哲史】
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